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V309a 超小型X線衛星の可能性:NinjaSatの打ち上げから 1年の現状と観測成果
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NinjaSatは 6Uサイズのキューブサット衛星 (10×20×30 cm)であり、2023年 11月に SpaceX Transporter-9
で太陽同期軌道に放出され無事 1年が経過した。2–50 keVに感度を持つ非撮像型のガスX線検出器と荷電粒子モ
ニターの Si-PIN検出器を搭載しており、突発天体に対する 1日以内の緊急観測や多波長観測の調整に対する柔軟
性と、現行のX線天文衛星では難しいweekからmonthオーダーの時間領域で連続した観測ができることが特徴
である。非常に明るいさそり座 X-1のモニター観測が可能な一方で、半日程度の観測で 2–10 keVの帯域におい
て∼ 2× 10−10 erg/sec/cm2程度の明るさの天体を検出する性能を持つ。NinjaSatのコンセプトの一つは「気軽
なX線天文観測によるサイエンス創出」であり、観測天体の選定は毎日スタッフと学生で議論を行いながら決定
している。本講演では軌道上運用の現状とこれまでの 21天体の観測結果、例えば 2024年 2月に発見された降着
型ミリ秒パルサー SRGA J144459.2−604207の約 1ヶ月に渡る I型X線バーストの再帰時間とバーストプロファ
イルのモニタリングや、約 80年振りの新星爆発が起こるのではと世間を賑わせたかんむり座 T星の 2ヶ月に渡
る長期観測、2024年 11月に見つかった正体不明の新天体MAXI J1752−457の発見報告から約 2.5時間での追観
測の成功とその後数日間に渡るモニターなどのユニークな成果について述べる。


